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司  会  ①二見兄  ②宮川兄   ③小嶋兄 
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  ｢バカの壁｣を超えるもの(教文館)は､みなさまのご協力とお祈りによって全国

的に拡げられています。先週アメリカから来られたNさんは、３０冊も買われて重い

恵みの荷物を運んで行かれました。 

奏  楽 

祈  祷           ①高木師                                                 ②高木美兄                                    ③川村師 

 
 あえて近所の書店に注文して下さった人、町の図書館で｢読みたい本｣の欄に

記入されて、町の人に読んでいただいている人。福音を伝えることに智恵を尽くす

ことは主の喜ばれることです。お中元や誕生日プレゼント等に、親戚、友人、知人、

クラスメートに贈られている人々。ついでに礼拝テープも添えておられる人。病院で

長期の患者さんに読んでいただけるように配慮されている人。 

賛  美  聖歌６３８番 （主がここにおられます） 

                （栄光ある主の御名） 

使徒信条 

聖  書   ヨハネによる福音書１１章１７～２７節 
 

 

音  楽         ①  ミラクル・ブラザーズ±１  今回の本にサインをさせていただいたのは、「愚」に生きる――である。私としては、

今までの中で一番気に入っている内容である｡第１コリント１の１８～３０を基とした

創作語である。若い人には「愚に生きよ！」とも書いた。 

               ②③ Rivers of peace 

                                       
 

メッセージ 「『死の壁』を超えるもの」 大川従道牧師 
 「愚」はＧｏｏｄに通じる､とは私の高級なシャレ｡史上最大の｢愚に生きられた方は､

Ｇｏｄなる御方｣｡その御方を信じ仰ぐ私たちは、当然｢愚に生きる｣又は｢愚を生きる｣

もよい｡宣教とは､まさにそれである。 

        

賛  美  「きみと共に行く」 （７２３・献金）  

主の祈り 
 先週はなんと２人の告別式をさせていただいた。帰国直後でもあったので、体は

ガタガタ。しかし心は恵みにあふれていた。「死の壁」、「バカの壁」（養老孟司著）

を超えるものは、福音しかないと再確認してお語りした。書物が用いられるように

お祈りください。 

祝  祷   
 

 

【大和ニュース】  

・ 本日､手話､学生､青年､ゴスペル､学生ワーシップ、役員会（２時）、エステル会あり｡  
・ 転入会者歓迎！①橋本久子姉（エステル） ②竹森静香姉（ドルカス） ＊お願い２つ｡先週の祈祷会メッセージは必ず聴いて下さい｡若い献身者たちには､

次の時代を担う大きな器になってほしい｡携帯電話やパソコンのおかげで便利に

なったが時間も食われる。今の３倍位勉強しないと大きなミニスターにはなれない。

夜のメールや電話をかけないでほしい｡(勿論､緊急は別)そして、スケールの大きい

聖霊充満の伝道者になれるように祈り支えてください。 

③小峯かおり姉（エステル） ④宇津木優美姉（青年会） ⑤三浦真紀姉（青年会） 

・ 本日の宴会礼拝のゲストは､大和田広美さん（盲人歌手・ピアニスト）説教は柴田師｡ 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！水曜夜７時半と木曜朝１０時半｡聖餐式あり｡ 

・ 「２時礼拝」は、小崎師（月）と倉知師（火）です。 
 

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時。説教は坪井伝道師です。 
 

・ 英語礼拝は、土曜夜７時半から。説教は、ウェイン・コデロー師(ＦＭラジオ持参)。 宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 
・ ご結婚おめでとうございます。石井潤師と今村知子姉。土曜午後２時半より。 A コース：ヨハネ１１章～１４章  B コース：歴代志上２６章～歴代志下１６章 
・ 来週の「宴会」のメニューは、神山みささんのギター弾き語りと小説教（倉知師）。 


